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1 はじめに 

 障害のある学生が一般の学生と同じ授業を受ける

ためには、それぞれの障害に応じた授業支援が必要

である。例えば、聴覚障害の場合には、要約筆記や

手話通訳などのように、教員の話す内容（音声情報）

を通訳者が文字や手話（視覚情報）に翻訳すること

で情報保障をおこなっている。 

音声を機械的に文字化する自動翻訳技術としての

音声認識は、同音異義語やかな漢字混じり文のよう

な日本語の特性から文字化する際の誤変換が多い。

そのため、訓練された別の話者が復唱して入力する

システム 1)や、複数端末から誤変換の修正をするシ

ステム 2)などある。このように日本語音声認識によ

る即時変換には問題があるが、音声をテキスト（電

子的な文字情報）に変換するため、その後の多様な

利活用が期待できる。 

そこで、認識率の向上や即時修正の技術ではなく、

誤変換の多い音声認識の認識結果を容易に修正でき

るシステムを用いて、授業中のスライド画像や教員

の音声などに字幕情報を付帯させることの利点に注

目した。音声認識の認識結果であるテキストを有効

に活用する一例として、授業支援（音声の字幕化）

およびe-ラーニング（自習システム）という、より

多くの学生が利用できるシステムの試験運用を開始

したので概要を報告する。 

 
2 システムの概要 
 長野大学と日本アイビーエムとの共同プロジェク

ト「障害のある学生のための授業支援プロジェクト」

では、カナダの Saint Mary's University, Liberated 
Learning Project3)における音声認識を利用した授業

支援システムViaScribe(IBM)を参考に日本IBM東京
基礎研究所アクセシビリティ・センターが開発した

字幕編集システムを利用して、聴覚障害学生が受講

する授業においてシステムを運用し、その有効性や

運用方法などに関する問題点の明確化を目的として

いる。 

 また、一般的な聴覚障害学生の授業支援としての

ノートテイク（要約筆記）に置き換えるものではな

く、システムにより音声がテキストに変換されるこ

との有効性に着目し、効果的な活用事例を検討する

ことで、より多くの学生を対象とした授業支援へと

発展させることが大きな狙いである。 

2.1 システム構成 
 システム構成図を図１に示す。まず、教員の音声

をワイヤレスマイクにて受信し、教室の音響設備と

ノート PC のサウンド入力へ分配する。ノート PC
では音声認識システムViaVoiceによりテキストに変
換され、誤変換を含んだ状態ではあるが一旦聴覚障

害学生へ提示される。また、同ノート PCは授業用
スライド（パワーポイント）を提示するためにも利

用する。 

 

図１．システム構成図 



 字幕編集システム(Recorder)は、(1)教員の音声
（wav）と、(2)音声認識結果（text）、(3)教室のスク
リーンに表示されたスライド画像(gif)を授業90分の
時系列情報として収録される。 
 その時系列情報は字幕編集システム(Master)によ
り、授業終了後において音声とスライド画像などを

参考に、誤変換の修正を行う。修正後は、音声とス

ライド画像に字幕を合成したマルチメディア情報

(SMIL)に変換され、学内サーバへ格納される。 
2.2 編集作業の流れ 
 時系列情報としての講義データ（教員の音声、音

声認識結果、スライド画像）は、字幕編集システム

(Master)で、編集者により適切な文字情報に修正され
る。編集画面を図２に示す。タイムスタンプの付い

た未修正テキストが任意の文字数ごとに表示され、

教員の音声やスライド画像をもとに文字列の確認を

する。正しい、あるいは修正後は[○]、表示しない
は[×]、不確定は[△]というように選択する。文字列
の修正は、逐次でも事後でも可能である。 

 

図２．字幕編集システム(Master)の編集画面 

 
 編集後、テキストは授業中の教員の音声と、提示

されたスライド画像と共に同期した時系列情報とし

て SMILファイルとして保存される。今回運用して
いる授業は講義であることから動画像は取り込んで

いないが、動きのある演習科目などでは動画像デー

タも同時に提供することが可能となっている。 
SMILファイルは、学内WEBサーバに格納してい

るため、学生は学内ネットワーク（無線LAN）にア
クセスし、授業日ごとの講義データ（スライド画像

と音声情報、字幕情報）を必要に応じて参照するこ

とが可能となる。（図３参照） 

 

図３．講義データのWindow画面 

 
3 まとめ 

 4月より児童福祉論（登録学生 308名）において
本システムを運用し、聴覚に障害のある学生3名へ
の授業支援と共に、筆記が困難な肢体不自由や視覚

に障害のある学生、授業を欠席した学生に対するコ

ンテンツとして配信している。 
 児童福祉論を開講している教室は、本学で最も大

きく古い階段教室であるため、学生たちの私語はよ

く響き、かつ残響などの音響的問題も多いことから、

教員が発声していない状態でも文字に変換される。

さらに話し言葉であるため、声の強弱や強調、話速

も不安定となり誤変換はさらに多くなる。しかし、

ノートテイカがついている障害学生であっても、誤

変換の多い無修正字幕も参照していることが散見さ

れることから、ノートテイクと音声認識の用途の違

いや、特徴についても調査してゆきたい。 
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